
事業報告

１．会 員

   

加入 退会 計
12 0 0 0 12
12 0 0 0 12
37 0 0 0 37販売業者

会員 前年度末
令和7年度異動数 期末

会員数
飼料荷受組合
配合飼料製造業者

２．配合飼料価格差補てん事業

本会業務方法書及び(一社)全日本配合飼料価格畜産安定基金との配合飼料価格差補てん基本契約

（令和７年度～10年度）に基づき、業務を行った。

（１）令和 7年度当初契約と契約承認状況

（単位：戸、トン）

加入 契約 件 解約 休業

者数 数量（t) 数 数量（t) 件数 数量（t) 件数 数量（t) 数量（t) 数量（t) 件数 数量（t)

乳用牛 78 7,487 4 91 4 91 74

肉用牛 23 4,622 23

　豚　 22 22,587 22

採卵鶏 27 26,449 27

肉用鶏 1 65 1

合計 151 61,210 4 91 4 91 147

畜種別

当初契約 解約承認 解約の事由

廃業 他基金へ移動 件
数

加入者 契約数量

数量

変更 他基金から移動

休業 加入 解約(休業)数量変更後数量

備考

4,622

22,587

26,449

65

61,119

7,396

（２）通常積立金の徴収と納付実績

（通常積立金単価：800円/t）
期　　　　別 契約数量 積立金の額 徴収月日 納付月日 適　　　要

第１四 半 期 15,246 12,196,800 4月28日 4月30日

第２四 半 期 14,910 11,928,000 6月27日 6月30日

第３四 半 期 15,753 12,602,400 9月29日 9月30日

第４四 半 期 15,210 12,168,000 12月25日 12月26日

合　　　　計 61,119 48,895,200 － －

積立単価

８００円



（３）別途納付金の徴収と納付実績     

期　　　　別 契約数量 積立金の額 徴収月日 納付月日 適　　　要

第１四 半 期 0 0 ― ―

第２四 半 期 40 8,400 6月24日 6月27日

第３四 半 期 0 0 ― ―

第４四 半 期 0 0 ― ―

合　　　　計 40 8,400 ― ―

別途納付金

210円/t

（４）価格差補てん金の交付状況

  

契約数量(ｋｇ） 補てん単価：通常 補てん金額(円)：通常

購入数量(ｋｇ） 補てん単価：異常 補てん金額(円)：異常

対象数量(ｋｇ） 補てん単価:　計 補てん金額(円)：　計

― 1,057 15,658,869

― ― ―

14,814,474 1,057 15,658,869

― 400 5,721,271

― ― ―

14,207,529 400 5,721,271

― 627 9,513,607

― ― ―

15,173,256 627 9,513,607

― 1,450 20,562,633

― ― ―

14,181,135 1,450 20,562,633

令和6年度

第1四半期

(令和5年度

第2四半期

分割分)

―149

交付対象
時期

対象
件数

補てん率
（％）

(対象数／契約数)

令和5年度

第4四半期

(令和5年度

第1四半期

分割分)

154

―

令和5年度

第4四半期

(令和5年度

第2四半期

分割分)

―

令和5年度

第4四半期

(令和5年度

第3四半期

分割分)

―

令和５年度第４四半期は、令和５年第１・２・３四半期分割分交付

令和６年度第１四半期は、令和５年第２四半期分割分交付

令和６年度第２四半期交付なし

令和６年度第３四半期交付なし

令和６年度第４四半期補てん金交付なし

令和７年度第１四半期補てん金交付なし

令和７年度第２四半期補てん金交付なし

令和７年度第３四半期補てん金交付なし

令和７年度第４四半期補てん金交付は令和８年４月に確定

３．畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）

地域ぐるみで収益性を向上させる畜産クラスター計画に位置づけられた地域の中心的な経営体に

対して、生産コストの低減、高付加価値化、新規需要の創出、飼料自給率の向上のために必要な機



械装置のリース方式による導入等を支援した。

平成 28 年度から、国の公募で(公社)中央畜産会が本事業の基金管理団体となり、各都道府県の

畜産会・畜産協会が県窓口団体に委託された。本会は、クラスター協議会（神奈川県配合飼料・機

械化推進協議会）の事務局として、事業を推進した。

  〇令和７年度実施状況 事業要望１件

事業参加申請、事業実績報告、事業成果報告は該当なし

４、肉用牛振興対策事業

（１）肉用子牛生産者補給金制度

肉用子牛生産安定等特別措置法に基づき、肉用子牛の平均売買価格が異常低落時に生産者補給

金を交付することにより、肉用子牛生産の安定を図ることを目的として実施している。

本会は、(一社)神奈川県畜産会から委託を受け、傘下会員に係る個体登録・販売報告等の業務

を実施しており、令和７年度は次のとおり実施した。

  〇令和７年度実施状況

契約戸数 品種区分 個体登録申込頭数 販売・保留・異動頭数 備考
黒毛和種 11 14
交 雑 種 67 72
乳 用 種 0 0

78 86

2

計

（２）肉用牛肥育経営安定対策事業（新マルキン事業）

畜産経営の安定に関する法律に基づき、標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合に、肉

用牛生産者に対して交付金を交付することにより、肉用牛肥育経営の安定を図ることを目的とし

て実施している。

本会は、(一社)神奈川県畜産会の委託を受け傘下会員に係る個体登録、販売報告等の事業を実

施しており、令和７年度は次のとおり実施した。

〇令和７年度実施状況

契約戸数 品種区分 個体登録申込頭数 販売・保留・異動頭数 備考
黒毛和種 71 91
交 雑 種 162 184
乳 用 種 0 0

233 275

3

計



〇生産者交付金交付状況                 (単位:頭、円）

対象月 品種区分 交付頭数 単価 交付金額 備考

肉専用種 7 35,700.3 249,902

令和7年 交 雑 種 13 0.0 0

１月期 乳 用 種 0 53,238.6 0

小　計 20 － 249,902

肉専用種 6 6,600.6 39,604

令和７年 交 雑 種 19 0.0 0

２月期 乳 用 種 0 32,234.4 0

小　計 25 － 39,604

肉専用種 7 17,317.8 121,225

令和７年 交 雑 種 13 0.0 0

３月期 乳 用 種 0 21,478.5 0

小　計 20 － 121,225

肉専用種 0 0.0 0

令和７年 交 雑 種 0 0.0 0

４月期 乳 用 種 0 14,475.8 0

小　計 0 － 0

肉専用種 0 0.0 0

令和７年 交 雑 種 0 0.0 0

５月期 乳 用 種 0 22,460.6 0

小　計 0 － 0

肉専用種 9 12,071.7 108,645

令和７年 交 雑 種 13 6,866.1 89,259

６月期 乳 用 種 0 27,264.6 0

小　計 22 － 197,905

肉専用種 9 0.0 0

令和７年 交 雑 種 19 0.0 0

７月期 乳 用 種 0 41,716.8 0

小　計 28 － 0

肉専用種 9 3,195.8 28,762

令和７年 交 雑 種 13 7,277.4 94,606

８月期 乳 用 種 0 33,453.9 0

小　計 22 － 123,368

肉専用種 7 12,168.9 85,182

令和７年 交 雑 種 20 10,432.8 208,656

９月期 乳 用 種 0 33,977.7 0

小　計 27 － 293,838

肉専用種 12 5,117.4 61,409

令和７年 交 雑 種 14 0.0 0

１０月期 乳 用 種 0 9,699.3 0

小　計 26 － 61,409

肉専用種 11 0.0 0

令和７年 交 雑 種 21 0.0 0

１１月期 乳 用 種 0 24,517.8 0

小　計 32 － 0

肉専用種 11 0.0 0

令和７年 交 雑 種 27 0.0 0

１２月期 乳 用 種 0 64,852.2 0

小　計 38 － 0

肉専用種 88 － 694,729

交 雑 種 172 － 392,522

乳 用 種 0 － 0

合　　計 260 － 1,087,250

合　　計 －



（３）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（優良繁殖雌牛更新加速化事業）

  令和７年度は次の通り実施した。

〇令和７年度実施状況

10万円 15万円
2 5 5 0 500,000

戸数 更新頭数 更新奨励金実績
奨励金単価別実績頭数

５．かながわ畜産の日の取組について

かながわの畜産が、県民の理解のもと発展してきたことに感謝し、これからも県民の期待にこた

える気持ちを込めて(一社)神奈川県畜産会が制定した「かながわ畜産の日」の趣旨に賛同し、同会

からの協賛金の依頼に対応するとともに（２口２万円）、記念イベントに参加した。

６．(一社)神奈川県畜産会 70周年の取組について

(一社)神奈川県畜産会が設立 70 周年を迎え記念誌を作成する趣旨に賛同し、同会からの協賛金

の依頼に対応した（５口 10万円）。

７．調査に関する事業

（１）令和７年度配合飼料価格安定基金の運営に関する実態調査

(一社)全日本配合飼料価格畜産安定基金の指示に基づき、令和７年度配合飼料価格安定基金関係

の業務について適正かつ円滑な運営を図るため、次のとおり実態調査を実施した。

調 査 月 日 荷受組合 特約店 加入者

令和７年 11 月 12 日・12 月 10 日 １ １ 酪農２


